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は
じ
め
に

　

厚
生
労
働
白
書
に
よ
る
と
、
（
１
）児
童
虐
待
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
〇
日
の
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
施
行
以
降
、
様
々
な
施
策
が
推
進
さ
れ
、
児
童
虐
待
に
関

す
る
理
解
や
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
重
大
な
児
童
虐
待
事
件
が
後

を
絶
た
ず
、
全
国
の
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
る
児
童
虐
待
に
関

す
る
相
談
処
理
件
数
も
、
上
記
法
律
制
定
直
前
の
一
九
九
九
年
度

の
一
万
一
六
三
一
件
か
ら
二
〇
〇
三
年
度
の
二
万
六
五
六
九
件
と

二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
内
容
も
困
難
な
事
例
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
や
、
医
学
的
治
療
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
な
ど
、
依
然
と
し
て
大
き
な
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
と

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
白
書
で
は
、
児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
及
び

　

虐
待
は
個
人
や
家
庭
の
特
別
な
問
題
（
病
理
）
で
は
な
い
。
社
会
構
造
の
影
響
を
大
き
く
う
け
る
社
会
問
題
で
あ
る
。
そ
の
認
識
の
う
え
に
、
虐
待
す
る
親

を
理
解
し
、
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
富
田
林
市
人
権
協
議
会
で
は
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
、
虐
待
す
る
親
の
回
復
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
虐
待
す
る
親
の

回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
そ
の
実
施
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
簡
単
な
概
要
と
、
富
田
林
市
人
権
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

要　
　

約

レ
ポ
ー
ト虐

待
す
る
親
の
回
復
支
援

　
　
　
　

─
富
田
林
市
人
権
協
議
会
「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
り
組
み

─
中
川　

和
子
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人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
虐
待
の
世
代
間
連

鎖
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

　

近
年
の
急
速
な
社
会
構
造
の
変
化
（
少
子
化
、
都
市
化
、
情
報

化
な
ど
）
は
、
子
育
て
環
境
の
変
化
と
な
り
、
子
育
て
困
難
、
子

育
て
不
安
の
増
加（

２
）に
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
日

向
・
荘
厳（

３
）は

、
子
育
て
困
難
・
子
育
て
不
安
に
由
来
す
る
虐
待
が

増
加
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
背
景
の
な
か
で
、
虐
待
す
る
親
の
た
め
の

回
復
支
援
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
四
年
度
か

ら
、
富
田
林
市
人
権
協
議
会
が
主
催
す
る
虐
待
す
る
親
の
回
復
グ

ル
ー
プ
に
実
践
者
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
。
虐
待
行
為
に
悩
み
苦

し
む
親
と
関
わ
る
な
か
で
、
虐
待
に
至
っ
た
親
の
理
解
と
前
向
き

な
支
援
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
。「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン

ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
実
施
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
な
か
で
今
後

の
虐
待
回
復
支
援
の
課
題
に
言
及
し
た
い
。

一　

虐
待
す
る
親
の
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム

１　
﹁
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
と
は

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
虐
待
す
る
親
の
回
復
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
森
田
ゆ
り
氏
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
試

行
実
施
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
実
践
へ
と
展
開
し
て
い
る（

４
）。

現
在
、
大
阪
府
、
三
重
県
を
中
心
に
児
童
相
談
所
、
家
庭
児
童
相

談
室
、
病
院
、
人
権
協
議
会
等
が
主
催
団
体
と
な
っ
て
、
地
域
の

関
係
機
関
と
連
携
し
実
践
し
て
い
る
。
虐
待
に
よ
る
親
子
分
離
措

置
、
在
宅
支
援
中
の
親
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

２　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
親
が
虐
待
的
行
動
を
や
め
る
こ
と
に

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
ス
キ
ル
と
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
参
加
者
は
、
安
心
安

全
に
語
れ
る
場
を
持
つ
な
か
で
、
自
分
の
内
な
る
多
様
な
力
や
可

能
性
に
気
づ
き
、
自
己
肯
定
感
（self-esteem （

５
））が
高
め
ら
れ
て

い
く
。
適
切
な
感
情
表
現
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を

習
得
し
、
そ
れ
ま
で
の
体
罰
に
代
わ
る
し
つ
け
の
方
法
を
学
ぶ
。

そ
し
て
、
子
ど
も
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
視
点
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、虐
待
行
為
が
減
少
、

終
息
に
向
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

３　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
理
念
と
ア
プ
ロ
ー
チ

① 
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
理
念

② 
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ

③ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ベ
ー
ス
の
取
り
組
み
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④ 
多
様
性

⑤ 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

４　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
時
間
で
、
前
半
の
一

時
間
は
「
ま
な
び
の
ワ
ー
ク
」
と
し
て
、
心
理
教
育
（psycho-

education

）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
（
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ

き
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）。
後
半
の
一
時
間
は
「
じ
ぶ
ん
を
ト
ー
ク
」

と
し
て
、
一
人
三
分
か
ら
五
分
程
度
、
自
分
に
つ
い
て
語
る
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
二
時
間
が
終
了
し
た
後
に
、
参
加
者
や
実

践
者
（
以
下
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
表
記
す
る
）
の
必
要
に
応
じ

て
、
個
別
に
対
応
す
る
時
間
「
フ
ォ
ロ
ー
タ
イ
ム
」
を
毎
回
設
定

し
て
い
る
。

　

以
下
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
簡
単
に
記
載
す
る
。

（
１
）
ま
な
び
の
時
間
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
１　
【
出
会
い
の
場
１
】

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
の
確
認
と
約
束
事
の
共
有

・
身
体
ほ
ぐ
し
（
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
２　
【
出
会
い
の
場
２
】

・「
私
の
木
」
を
描
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
３　
【
私
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
】

・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト（

６
）と
は

・
外
的
抑
圧
と
内
的
抑
圧（

７
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
４　
【
親
と
子
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
】

・
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

・
子
ど
も
を
大
切
に
思
え
な
い
と
き

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
５　
【
気
持
ち
を
聴
く
】

・
四
つ
の
傾
聴
の
し
か
た

・
聴
き
か
た
の
練
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
６　
【
気
持
ち
を
語
る
】

・
気
持
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
私
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
気
持
ち
を
伝
え
る
練
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
７　
【
体
罰
の
六
つ
の
問
題
】

・
体
罰
の
問
題
性（

８
）

・
怒
り
の
感
情

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
８　
【
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
】

・
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
９　
【
子
育
て
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
】

・
体
罰
に
代
わ
る
一
〇
の
し
つ
け

・
レ
ジ
リ
ア
ン
シ
ー（

９
）（
弾
力
性
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
10　
【
自
己
肯
定
感
】

・
否
定
的
な
ひ
と
り
言
の
掃
除
（
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
11　
【
自
分
を
ほ
め
る
・
子
ど
も
を
ほ
め
る
】

・
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
認
め
ほ
め
る
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・
あ
る
が
ま
ま
の
子
ど
も
を
認
め
ほ
め
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
12　
【
母
親
ら
し
さ
・
父
親
ら
し
さ
】

・
母
親
ら
し
さ
、
父
親
ら
し
さ
の
囚
わ
れ

・
男
女
役
割
分
業
社
会
の
影
響

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
13　
【
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
】

・「
私
の
木
」
を
描
く

・
終
わ
り
の
セ
レ
モ
ニ
ー

＊
約
束
の
確
認
と
身
体
ほ
ぐ
し
は
毎
回
行
う
。

＊
「
ま
な
び
の
ワ
ー
ク
」の
終
わ
り
に
は
、そ
の
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
や

次
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
連
す
る
宿
題
を
毎
回
参
加
者
に
出
す
。

＊「
ま
な
び
の
ワ
ー
ク
」に
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
森
田
ゆ
り
著『
し

つ
け
と
体
罰
』『
気
持
ち
の
本
』
を
使
用
す
る
。

（
２
）
わ
た
し
の
木
を
描
く

　
「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
名
前
の
と
お
り
二
回
目
と
一
三
回
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
「
私
の
木
」
の
絵
を
描
く
。
こ
れ
は
、
心
理
テ
ス
ト
（
バ
ー
ム

テ
ス
ト
）
と
し
て
描
い
て
も
ら
う
の
で
は
な
い
。「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
「
木
」
は
生
命
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
参
加
者
の
そ
の
時
の
心
の
映
し
絵
と
し

て
内
面
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
描
か
れ
た
絵
に
対
し
て
、
参
加
者

は
本
人
と
し
て
感
じ
た
こ
と
、
思
い
出
し
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
て

も
ら
う
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
や
他
の
参
加
者
は
、
語
ら
れ
る
言

参加者が描いた「私の木」
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葉
に
耳
を
傾
け
る
。
し
か
し
、
絵
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
し
な

い
。（
前
頁
に
参
加
者
の
「
私
の
木
」
を
掲
載
）

（
３
）「
じ
ぶ
ん
を
ト
ー
ク
」（
自
分
を
語
る
時
間
）

　

毎
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
半
六
〇
分
は
自
分
を
語
る
時
間
を
も

つ
。
ひ
と
り
三
分
か
ら
五
分
の
時
間
を
使
う
。
語
る
テ
ー
マ
は
自

由
。
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
語
る
。
他
の
参
加
者
は
そ
の
話
に

じ
っ
と
耳
を
傾
け
聴
く
。
参
加
者
同
士
の
コ
メ
ン
ト
は
一
切
し
な

い
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
四
回
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
以
降
、
語
ら

れ
た
話
に
適
切
な
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。

（
４
）「
フ
ォ
ロ
ー
タ
イ
ム
」
と
「
中
間
面
接
」（
個
別
対
応
）

　

フ
ォ
ロ
ー
タ
イ
ム
は
、
毎
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
に
、
参
加
者

の
希
望
に
応
じ
た
個
別
の
時
間
で
あ
る
。「
じ
ぶ
ん
を
ト
ー
ク
」

で
語
り
つ
く
せ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
一
人
）
と
個
別
の
時
間
を
も
つ
。
本
人

の
希
望
以
外
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
と

き
は
、
参
加
者
に
は
フ
ォ
ロ
ー
タ
イ
ム
を
促
し
て
い
る
。
中
間
面

接
は
、
八
回
目
と
九
回
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
間
に
、
ひ
と
り
五
〇
分

の
面
接
を
行
う
。
対
応
に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
一
人
）
が

あ
た
る
。
参
加
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
け
止
め
方
、
内
面
の
変
化

や
子
ど
も
と
の
関
係
の
変
化
な
ど
、
把
握
す
る
た
め
に
個
別
の
時

間
を
持
つ
。
必
要
に
応
じ
て
、
関
連
機
関
の
情
報
を
提
供
し
た
り

す
る
（
中
間
面
接
は
個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
な
い
）。

（
５
）「
リ
ユ
ニ
オ
ン
」（
同
窓
会
）

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
三
カ
月
後
と
六
カ
月
後
に
グ
ル
ー
プ
は
再
会

す
る
。
修
了
後
の
子
ど
も
と
の
関
係
や
近
況
を
語
り
あ
う
。

（
６
）
ア
ン
ケ
ー
ト

　

参
加
者
に
は
、
自
分
と
向
き
合
い
、
振
り
返
っ
て
も
ら
う
た
め

に
三
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
。
一
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
前
（
直
後
）
初
回
の
参
加
時
に
渡
し
、
二

回
目
の
時
に
持
っ
て
き
て
も
ら
う
。
二
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
一

三
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
修
了
し
た
時
点
で
配
布
し
、
一
週
間
〜
一

〇
日
間
を
期
限
に
郵
送
し
て
も
ら
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
七
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
な
る
。「
子
ど
も
と
の
関
係
」「
自
己
肯
定
感
」「
孤

立
感
」「
感
情
調
整
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
」「
セ

ル
フ
ケ
ア
」「
問
題
解
決
」の
七
つ
で
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
五
つ
の
設
問
が
あ
り
、
五
段
階
評
価
で
自
己
評
価
し
て
い

く
。各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
自
由
記
述
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

一
回
目
と
二
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
同
じ
も
の
を
使
用
す
る

の
で
、
参
加
者
自
身
の
意
識
の
変
化
、
行
動
の
変
化
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
厳
重
な
管
理
の
も
と
、
三
カ
月
後

リ
ユ
ニ
オ
ン
の
時
に
本
人
に
返
却
す
る
。
三
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
六
カ
月
後
リ
ユ
ニ
オ
ン
時
に
渡
し
、
郵
送
で
回
収
す
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
修
了
し
て
半
年
が
経
過
し
た
時
点
の
子
ど
も
と
の
関
係

や
現
状
を
尋
ね
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的
な
効
果
を
知
る
手
が
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か
り
に
も
な
る
。
い
ず
れ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
、
参
加
者
が
自
分
と

向
き
合
う
機
会
に
な
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
参
加
者
の
内
面
の
変

化
、
現
れ
る
行
動
の
変
化
を
見
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
参
加

者
の
自
己
洞
察
を
深
め
る
こ
と
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
集
計

内
容
の
管
理
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
配
慮
し
て
い
る
。

５　

グ
ル
ー
プ
の
構
成

　

グ
ル
ー
プ
は
毎
週
決
ま
っ
た
時
間
、
決
ま
っ
た
場
所
で
約
三
カ

月
あ
ま
り
実
施
さ
れ
る
。
一
グ
ル
ー
プ
は
一
〇
人
前
後
の
固
定
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
と
二
〜
三
名
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
構
成
さ
れ

る
。
富
田
林
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
二
名
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が

毎
回
の
グ
ル
ー
プ
を
担
当
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
完
全
な
ク
ロ
ー
ズ

ド
形
態
を
と
る
。途
中
か
ら
メ
ン
バ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
。

メ
ン
バ
ー
は
互
い
に
そ
の
場
だ
け
の
非
日
常
的
な
つ
な
が
り
し
か

も
た
な
い
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
会
場
を
出
た
な
ら
ば
、

言
葉
を
か
け
る
こ
と
も
、行
動
を
共
に
す
る
こ
と
も
禁
じ
て
い
る
。

「
繋
が
ら
な
い
」
を
原
則
に
す
る
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
の
安
心
安

全
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
が
よ
り
有
効
に
持

続
的
に
働
く
た
め
に
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
参
加
者
同
士
の
心

理
的
、
物
理
的
距
離
（
境
界
）
を
保
つ
た
め
の
ル
ー
ル
は
、
初
回

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
時
に
具
体
的
に
伝
え
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
は

一
貫
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ネ
ー
ム
を
使
い
、
個
人
に
関
す
る
情
報
は

共
有
し
な
い
。
完
全
な
非
日
常
の
空
間
を
可
能
な
限
り
保
障
す
る

た
め
、
参
加
者
を
確
定
す
る
際
は
、
居
住
地
域
が
重
な
ら
な
い
配

慮
を
す
る
。
参
加
者
は
一
三
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
修
了
す
れ
ば
、

そ
の
後
の
リ
ユ
ニ
オ
ン
（
同
窓
会
）
以
外
に
、
意
識
的
に
会
う
こ

と
は
な
い
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
参
加
者
に
継
続
的
な
フ
ォ
ロ

ー
を
す
る
こ
と
も
基
本
的
に
な
い
。

６　

参
加
者
の
限
定

　

参
加
対
象
者
は
、
虐
待
行
為
が
事
実
と
し
て
頻
繁
に
存
在
し
、

そ
の
虐
待
行
為
に
本
人
の
自
覚
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
悩
み
苦
し

む
親
（
親
に
準
ず
る
養
育
者
）
に
限
定
し
て
い
る
。
虐
待
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
の
み
で
虐
待
行
為
に
至
っ
て
い
な
い
人

は
対
象
外
で
あ
る
。更
に
、四
つ
に
分
類
さ
れ
る
虐
待
の
な
か
で
、

身
体
的
虐
待
・
心
理
的
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
を
対

象
と
し
、
性
的
虐
待
は
個
別
の
対
応
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
対
象

外
と
す
る
。
参
加
者
の
性
別
は
問
わ
な
い
。
し
か
し
、
男
女
混
合

の
グ
ル
ー
プ
は
形
成
し
な
い
。
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
全
回
参
加

を
前
提
と
す
る
。
経
済
的
な
理
由
や
、
本
人
や
家
族
に
重
篤
な
疾

病
が
あ
る
な
ど
、
毎
回
の
参
加
が
困
難
な
人
は
参
加
を
見
送
り
、

次
年
度
参
加
に
繋
げ
る
。
し
か
し
、
症
状
が
か
な
り
重
く
て
も
、

精
神
科
等
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
の
参
加
が
可
能
な
ら
ば
、
参
加

に
関
し
て
全
く
問
題
が
な
い
。
参
加
者
の
募
集
は
、
主
催
団
体
に
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よ
っ
て
異
な
る
が
、
富
田
林
の
実
践
で
は
、
市
政
広
報
誌
や
ミ
ニ

コ
ミ
誌
、
新
聞
へ
の
記
事
掲
載
の
他
、
虐
待
問
題
関
係
機
関
を
通

じ
て
該
当
者
に
声
を
か
け
て
も
ら
う
な
ど
、
広
く
地
域
に
呼
び
か

け
て
い
る
。
虐
待
の
自
覚
が
少
な
い
該
当
者
の
場
合
に
は
、
継
続

的
に
関
わ
り
の
あ
る
関
係
機
関
の
紹
介
や
勧
め
が
参
加
の
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
参
加
申
し
込
み
に
関
し
て
は
、

本
人
の
自
主
的
な
参
加
を
前
提
に
し
て
い
る
。

７　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
質
の
向
上
、
研
修

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
は
、
開
発
者
森
田
ゆ
り
氏
の
一
二
五
時
間
以
上
の
研
修
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
他
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
や
グ
ル
ー

プ
ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
質
の
向

上
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
綿
密
な
ス

ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
受
け
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
。

８　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
連
携

　

実
践
に
は
地
域
の
関
係
機
関
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
参
加
者
の
募
集
に
関
し
て
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
の
状
況
や

必
要
に
応
じ
て
、「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が

参
加
者
に
、
地
域
の
関
係
機
関
を
紹
介
す
る
こ
と
も
重
要
な
役
割

で
あ
る
。
実
践
は
、
地
域
の
関
係
機
関
と
信
頼
あ
る
連
携
の
な
か

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
内
の
情
報
、
個
人
の
情
報
に
対
し
て
、
徹
底
し
た
守

秘
義
務
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

二　

富
田
林
市
人
権
協
議
会
の
取
り
組
み

　

富
田
林
市
人
権
協
議
会
で
は
、人
権
を
礎
に
様
々
な
啓
発
事
業
、

支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
子
育
て
中
の
親
支
援
に
も
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
。
富
田
林
市
人
権
協
議
会
の
副
会

長
の
田
村
賢
一
氏
は
、被
差
別
部
落
が
も
つ
歴
史
的
な
背
景
か
ら
、

虐
待
に
至
る
場
合
も
少
な
く
な
い
と
言
う
。社
会
構
造
の
歪
み
が
、

差
別
や
暴
力
を
生
む
。
そ
の
一
端
に
虐
待
も
あ
る
の
だ
と
言
う
。

叩
く
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
親
も
、
叩
か
れ
て
育
っ
て
き
た
。

差
別
は
貧
困
を
余
儀
な
く
し
、
生
活
の
苦
し
さ
は
、
慢
性
的
な
ス

ト
レ
ス
と
な
る
。
現
実
の
生
活
の
な
か
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
援
助
が
必
要
な
の
だ
と
田
村
氏
は
言
う
。
ス
ト

レ
ス
の
は
け
口
が
家
庭
内
の
弱
者
で
あ
る
子
ど
も
に
向
け
ら
れ
る

こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
。
子
育
て
中
の
親
を
支
援
す
る
取

り
組
み
（
講
座
や
居
場
所
づ
く
り
・
相
談
事
業
な
ど
）
は
必
要
な
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
虐
待
す
る
親
の
回
復
支
援
が
あ
る
。

　

親
と
子
ど
も
の
関
係
を
修
復
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、
二
〇

〇
四
年
度
か
ら
、「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
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に
取
り
組
ん
だ
。
実
際
の
実
践
は
、「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
実
践
グ

ル
ー
プ
「
木
も
れ
陽
」
の
二
人
（
筆
者
と
も
う
ひ
と
り
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
）
が
担
当
す
る
。
両
者
は
こ
の
実
践
に
あ
た
り
、
二
〇

〇
三
年
度
か
ら
準
備
を
始
め
た
。開
発
者
森
田
ゆ
り
氏
に
よ
る「
Ｍ

Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
実
践
の
た
め
の
研
修
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
の

関
係
機
関
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
に
行
く
な
ど
、
二
〇
〇
四
年

度
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
た
。

１　

参
加
者
募
集

　

二
〇
〇
四
年
度
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
参
加
者
を
一
〇
名

集
め
る
こ
と
に
苦
労
し
た
。
当
初
九
月
四
日
ス
タ
ー
ト
で
計
画
を

立
て
て
い
た
が
、
申
し
込
み
状
況
が
思
わ
し
く
な
い
。
テ
ー
マ
が

テ
ー
マ
だ
け
に
参
加
者
を
集
め
る
こ
と
の
難
し
さ
に
直
面
し
た
。

馴
染
み
の
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
だ
け
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
忙
し
い
関
係

機
関
に
時
間
を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
恐
縮
し
な
が
ら
も
、
関
係

機
関
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
ま
た
、
子
育
て
中
の
親
が
立
ち

寄
り
そ
う
な
場
所
（
市
役
所
の
児
童
課
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

保
育
所
・
幼
稚
園
・
公
民
館
・
ス
ー
パ
ー
等
々
）
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
た
り
、
地
域
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
数
社
に
掲
載
を
依
頼
し
た
。
努
力

の
甲
斐
あ
っ
て
、
予
定
よ
り
三
週
間
遅
れ
た
が
、
九
月
二
五
日
、

第
一
回
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。今
年（
二

〇
〇
六
年
）
度
は
実
践
三
年
目
、
関
係
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
て
参

加
を
申
し
込
む
人
も
増
え
た
。
今
年
度
は
、
六
月
ス
タ
ー
ト
で
、

こ
れ
ま
で
の
土
曜
日
実
施
を
平
日
に
変
更
し
た
。

２　

参
加
状
況

　

週
に
一
回
、
一
四
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
続
け
ら
れ
る
か
心
配

に
思
う
人
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
出
席
率
は
、
二
〇
〇
四
年
度
平
均

八
〇
・
八
％
、
二
〇
〇
五
年
度
平
均
七
六
・
四
％
、
二
〇
〇
六
年

度
は
九
六
％
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。初
年
度
と
昨
年
度
は
、

冬
季
に
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
や
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
風
邪
に
よ
る
欠
席
が
多
く
あ
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
度
は

夏
季
に
実
施
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、病
欠
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

途
中
リ
タ
イ
ヤ
は
、
二
〇
〇
四
年
度
一
名
（
育
児
不
安
に
よ
る
対

象
外
の
ケ
ー
ス
）
二
〇
〇
五
年
度
は
二
人
（
本
人
の
長
期
入
院
／
対

象
外
の
ケ
ー
ス
）
二
〇
〇
六
年
度
は
〇
人
と
、
参
加
率
は
高
い
。

３　

託
児

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
お
い
て
、
参
加
者
が
安
心
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
で
き
る
体
制
に
、
託
児
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
費

用
は
予
算
化
し
、
参
加
者
の
負
担
を
な
く
し
て
い
る
。
託
児
の
希

望
に
は
可
能
な
限
り
対
応
し
、
学
童
期
の
子
ど
も
の
夏
期
・
冬
期

休
暇
時
の
預
か
り
依
頼
や
、
突
発
的
な
依
頼
に
も
応
じ
て
い
る
。
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託
児
で
は
、
子
ど
も
の
安
心
安
全
を
第
一
に
考
え
、
温
か
く
細
や

か
な
接
し
方
に
心
が
け
て
い
る
。
託
児
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
一
対
一

対
応
を
理
想
と
し
て
い
る
。
託
児
場
所
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
会
場

か
ら
二
〜
三
分
の
距
離
に
あ
る
部
屋
を
確
保
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
会

場
か
ら
子
ど
も
の
声
な
ど
が
全
く
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て

い
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ま
い
・
ぺ
〜
す
」
に
委
託
し
て
い
る
。
託

児
で
の
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
様
子
は
、
毎
回
、
託
児
ス
タ
ッ

フ
か
ら
報
告
が
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
託
児
に
も
慣
れ
、
落
ち
つ

き
と
そ
の
子
ら
し
さ
が
現
れ
て
く
る
。
親
の
内
面
の
変
化
は
、
確

実
に
子
ど
も
の
変
化
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
託
児
で
の

子
ど
も
の
様
子
・
変
化
を
知
る
こ
と
は
、
参
加
者
の
変
化
を
知
る

手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、
預
け
に
く
る
時
、
迎
え
に
く
る
時
の

親
子
の
様
子
は
親
子
関
係
を
み
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
お
い
て
託
児
は
重
要
な
役
割
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。４　

﹁
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
の
有
効
性

（
１
） 

グ
ル
ー
プ
の
有
効
性

・
安
心
感
・
連
帯
感

　

同
じ
悩
み
、
苦
し
み
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
存
在
は
、
孤
立
感

を
連
帯
感
・
安
心
感
に
変
え
て
い
く
。
ま
た
、
実
生
活
で
は
全
く

関
わ
り
の
な
い
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
非
日
常
の
時
間
・
空

間
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
内
面
を
語
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
グ
ル
ー
プ
内
の
共
感

　

個
々
の
状
況
は
違
う
が
、
メ
ン
バ
ー
が
語
る
気
持
ち
を
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
共
感
で
き
る
。「
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な

い
も
ど
か
し
さ
」「
自
己
嫌
悪
」「
不
安
」「
焦
り
」
等
、
共
通
し

た
思
い
が
あ
る
こ
と
が
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
動
を
生
み
、
個
人

の
変
容
す
る
力
に
繋
が
る
。

（
２
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性

　
「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
実
施

直
前
（
直
後
）
と
修
了
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
。
同
じ
項
目
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
内
面
の
変
化
や
子
ど

も
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
を
参
加
者
自
身
が
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
主
観
的
な
変
化
で
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

け
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
自
分
や
親
子
の
関
係
が
変
わ
っ
た
の

か
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
知
る
手
が
か
り

に
な
る
が
、
第
一
の
目
的
は
、
参
加
者
が
自
分
と
向
き
合
う
機
会

を
も
つ
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
三
年
間
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
参
加
者
の
虐
待

行
為
が
終
止
ま
た
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
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ら
推
測
で
き
る
。
図
１
に
二
〇
〇
五
年
度
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
一
部
を
掲
載
す
る
。「
親
と
子
ど
も
と

の
関
係
」
に
つ
い
て
の
項
目
か
ら
、
自
己
評
価
し
た

結
果
の
一
部
で
あ
る
。
数
値
は
、
五
段
階
評
価
の
グ

ル
ー
プ
平
均
を
示
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
前
と

比
べ
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
の
自
己
評
価
は
、
明
ら
か

に
好
転
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、

参
加
者
本
人
の
主
観
的
な
自
己
認
識
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
た
こ
と
で
、
認
識
が

大
き
く
変
容
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
自
己
肯
定

感
が
向
上
し
、
虐
待
す
る
親
自
身
が
自
分
の
課
題
や

問
題
に
向
き
あ
い
、
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す
る
プ

ロ
セ
ス
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
親
と
子
ど
も
の
関
係
修
復
に
効
果
を
上
げ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
客
観
的
な
効
果
の
検
証
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
研
究
に
委
ね
た
い
。

お
わ
り
に―

今
後
の
課
題

　
「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
虐
待
に

悩
み
、
苦
し
み
、
回
復
を
望
む
親
に
と
っ
て
、
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。同
じ
よ
う
な
苦
し
み
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、

共
感
が
深
ま
り
、グ
ル
ー
プ
の
力
動
が
生
じ
る
。期
間
が
有
限
で
、

匿
名
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
も
、
場
の
安
心
安
全
に
繋
が
る
。 図１　2005年アンケートから

子どもとの関係

0

1

2

3

4

1子
ど
も
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
う

2子
ど
も
に
暴
言
を
吐
い
た
り
無
視
した

りし
て
し
ま
う

3子
ど
も
の
世
話
が
出
来
な
い

4子
ど
も
を褒

め
る
よ
りけ

な
して

し
ま
う

5子
ど
も
の
話
が
ゆ
っく
り聞

け
な
い

 評価

プログラム開始時

プログラム修了時

評価
４　ほとんど毎日
３　週に何回か
２　月に 1回か 2回
１　たまにそうだ
０　全くない

１
子
ど
も
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
う

２
子
ど
も
に
暴
言
を
吐
い
た
り
無
視
し
た
り
し
て
し
ま
う

３
子
ど
も
の
世
話
が
出
来
な
い

４
子
ど
も
を
褒
め
る
よ
り
け
な
し
て
し
ま
う

５
子
ど
も
の
話
が
ゆ
っ
く
り
聞
け
な
い
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保
障
さ
れ
た
空
間
に
お
い
て
自
分
の
内
面
を
語
る
こ
と
に
な
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
前
半
の
「
ま
な
び
の
時
間
」
で
は
、
自
己
肯
定
感

が
向
上
す
る
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
体
罰
に
代
わ
る
し
つ
け
の

ア
イ
デ
ア
な
ど
、
具
体
的
に
試
行
で
き
る
内
容
を
体
験
学
習
し
て

い
く
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
参
加
者
は
確
実
に
自
己
変
容
し
て

い
く
の
で
あ
る
。「
Ｍ
Ｙ 
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
虐
待
す
る
親
の
回
復
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
極
め
て

有
効
で
あ
り
、
今
後
も
取
り
組
む
べ
き
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
果
た
す
こ
と

の
で
き
る
役
割
、
限
界
は
あ
る
。
そ
の
見
極
め
が
重
要
で
あ
る
。

「
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
精
神
疾
患

の
治
療
や
ト
ラ
ウ
マ
治
療
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
精
神

的
な
障
害
や
疾
患
を
も
つ
こ
と
か
ら
虐
待
に
至
る
場
合
で
は
、
医

師
や
心
理
療
法
士
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
並
行
し
て
グ
ル
ー
プ

に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
虐

待
に
至
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
そ
の
参
加
者
が
利
用
で
き
る
社

会
資
源
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
参
加
者
が
お
か

れ
て
い
る
困
難
な
現
状
（
育
児
不
安
・
育
児
困
難
）
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
社
会
資
源
（
一
時
保
育
や
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
、
無

料
の
相
談
機
関
、
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
を
利
用
し
な
が
ら
、
グ
ル

ー
プ
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
児
童
虐
待
回
復
支
援
に

は
多
く
の
専
門
機
関
、
関
係
機
関
の
相
互
の
関
わ
り
が
必
要
な
の

で
あ
る
。

　

富
田
林
市
人
権
協
議
会
で
は
、「
人
権
」
と
い
う
意
識
を
常
に

支
援
事
業
の
根
底
に
お
い
て
、
虐
待
す
る
親
に
対
し
て
、
肯
定
的

に
関
わ
る
態
度
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
地

域
の
民
間
組
織
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
他
機
関
（
医

療
機
関
、
福
祉
機
関
、
教
育
機
関
等
）
と
の
連
携
の
な
か
で
、
虐
待

す
る
親
の
回
支
援
復
事
業
に
取
り
組
み
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で

あ
る
。

注（
１
）
厚
生
労
働
省
﹇
編
﹈（
二
〇
〇
五
）『
厚
生
労
働
白
書
平
成
一
七

年
度
版
』
第
二
部
第
一
章
第
二
節
、
二
三
一
頁
。

（
２
）
厚
生
労
働
省
﹇
監
修
﹈（
二
〇
〇
三
）『
厚
生
労
働
白
書
平
成
一

五
年
度
版
』
第
一
部
第
二
章
第
二
節
、
一
一
四
〜
一
二
三
頁
。

（
３
）
大
日
向
雅
美
・
荘
厳
舜
哉
﹇
編
﹈（
二
〇
〇
五
）『
子
育
て
の
環

境
学
』
大
修
館
書
店
、
九
二
〜
一
一
二
頁
。

（
４
）
森
田
ゆ
り
（
二
〇
〇
六
）『
日
本
の
児
童
虐
待
対
策
に
お
け
る

Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
役
割　

Ｍ
Ｙ 

Ｔ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム　

実
践
報
告
書
二
〇
〇
一
年

度
〜
二
〇
〇
五
年
度
』
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
、
八
〜
一
五

頁
。
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（
５
）
森
田
ゆ
り
（
一
九
九
九
）『
子
ど
も
と
暴
力
』
岩
波
書
店
、
七

八
〜
七
九
頁
。

（
６
）（
７
）
同
前
、
六
三
〜
七
七
頁
。

（
８
）
森
田
ゆ
り
（
二
〇
〇
三
）『
し
つ
け
と
体
罰
』
童
話
館
出
版
、

三
〇
〜
四
三
頁
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（
９
）
森
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一
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前
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二
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